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農業ボランテイア講座受講のきっかけ

は、東谷山からの帰りにフルーツパーク

で目にしたパンフレットでした。転勤途

中のリストラ就活中でもあり、農業技術

を身に付けるのが目的でした。１３期生

として修了し、公共機関を使って歩いて

行ける所と言う事で「もりやま支部」に

決めました。初回の援農は緊張しました

が、援農先のブドウ園にいると今でも亡

くなったブドウ園の奥さんがいるように

感じて感謝の念に堪えません。その年は

介護等と色々あってバイトもきつく探し

求めていた自分の居場所を得られずにい

ました。そんな中、受け入れてくれたこ

とに今でも感謝しています。それはひと

えになごやか農楽会もりやま支部の仲間

（諸先輩ですが）の存在にもあります。

現在、もりやま支部の会員は３５名。援

農先はブドウ園とトマトハウスだけです

が、ブルーベリー園が増えるかもしれま

せん。数年では一連の仕事を経験するこ

とができ難いですが、みんなが集まって

交流し合えるようにと先輩諸氏が考えた

集中日を設けています。出席は自由なの

で必要人数の要望がある場合は調整に気

を使います。しいて言えば、働いている

人の希望の多い土日出席の音頭を取る人

を作るのが今の課題です。仕事の内容も

草刈り機による草刈り等増えて来ていま

す。個人的には、チャレンジ・ファーマ

ー・カレッジも終わり、近くに農地が見

つからない事も有り遠方の休耕地を耕作

した畑と田んぼでＪＡ出荷の為の栽培を

し始めています。市民農園とは違い、面

積が広くなるととても一人では対応でき

ない時もあります。特に休耕田を耕作し

て里芋を約３００本植えていますが、水

の出口が無く畝の半分は水没しているの

で草刈りだけでも一苦労です。中々、良

い立地条件の農地は手に入らないものだ

と実感しています。土作り途中で無農薬

なのでタイミングよく収穫量が稼げない

のも難点です。身体が動く内に大型トラ

クタで耕作できる農地を持つのが夢でも

あります。世代交代も必要なので早く新

しい人に一緒に沢山作業をしてもらうた

め機会作りの場を増やしていきたいと思

っています。今だからこそ「もりやま支

部」にしてよかったと感謝しています。

なので居場所を与えてくれたブドウ園に

は出来る限り長く通いたいと思っていま

す。

もりやま支部副支部長 竹内宏和

（守山支部 ブドウ園での援農）

お願い（多くの方の切り替えをお願いします）

「なごやか農楽会だより」は 26 年 4 月号

よりホームページに公開されています。

「なごやか農楽会だより」は現在会員のみ

のうがくかい
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なさまに年 4 回郵送していますが、メール配

信に切り替えが可能となりました。メール配

信は郵送料かからず、経費削減できます。メ

ール配信に協力できる環境の会員様は、

nagoyaka_nougakukai@yahoo.co.jp に

メール配信希望 支部名 名前 メールア

ドレス を記入して メールください。「な

ごやか農楽会だより」の他、総会等の案内も

配信されます。

（なごやか農楽会のホームページ ご意見・

感想 ボタン からもメール送信できます。）

秋の研修会について

秋の研修会を次のとおり開催しますので多

くの皆様の参加をお願いします。

日 時 １１月１2日（土）

午後１3時から１5時頃まで

（約 2時間）

場 所 農業センター講義室

研修内容 わかりやすい野菜つくりの基礎

（パートⅢ 前回のふりかえり

春野菜栽培ほか）

講 師 農業センター園芸相談員

野 畑 達 夫 さん

参加費 会員は無料 会員以外は 500 円

参加は当日受付けですので、当日会場にお

こしください。

昨年に引き続く研修会です。前回のふり

かえり講義、春野菜栽培等のわかりやすい

内容での講義をお願いしてあります。会員

の皆様の参加をお待ちしてします。

農業センターまつりの協賛

今年の農業センターまつりは 11 月 5 日

～6 日行なわれます。例年のように、ボラン

ティア養成講座の 16 期生みなさんは、名古

屋コーチン汁作り等に参加されます。なごや

か農楽会は、パネル展示と野菜栽培セットの

販売で協賛します。農業センターまつりでは

青空市・野菜の収穫体験も行なわれますので、

みなさまお出かけください。お出かけのさい

は、なごやか農楽会のテントにもお立ち寄り

ください。（なお当日の駐車場は有料です）

なごやか農楽会懇親会の案内

今年度も、なごやか農楽会懇親会を企画

しています。日時は来年２月 25 日（土）

11 時 30 分から 場所は金山駅近くで企画し

ています。詳細は、決りましたら次号に掲載

します。参加希望の方は、日程の予定をお願

いします。

て ん ぱ く 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

７ 17 51 カボチャみがき

８ 4 12 ネギ整理、ブドウ販売

９ 13 41 ニンジン間引き

み ど り 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

７ 35 70
ピーマン等脇芽取り、キュウリ・トマ

ト後片付けビニール張替、キュウリネ

ット張り

８ 40 88

トマト種まき、からし菜収穫、ビニー

ル張替、各種トマト鉢上げ、トマト後

片付け、サツマイモ畑及び周辺草取

り、サツマイモつる返し

９ 41 82

トマト・きゅうり種まき・定植、なす・

トマト誘因・鉢よけ。ベント防水シー

ト張り、トマトマルチング、田テグス

張り ブロッコリー、白菜他苗植え

各支部の活動

農楽コーナー
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自習畑

播種：ニンジン、大根、たまねぎ 収穫：オ

クラ、ナス、トマト、十六ささげ、ピーマン

８月度会議（休 み）

９月度会議（９月 10 日開催）

報告事項

① 各支部長より、前月の活動報告、当月の

活動計画の説明がなされました。

② 守山支部より新規援農先「天空アグリパー

ク カキ、ミカン、ブルーベリー等の栽培」

の報告がありました。

審議・検討・依頼事項

① 秋の研修会について

日程・詳細等について審議しました。

② 農業センター祭りについて

１１月 5 日（土）6 日（日）の二日間、本

会はパネル展示、野菜栽培セットの販売

で参加します。

１０月度会議（１０月 8 日開催）

報告事項

① 会費納入状況の報告がありました。

納付済 155 名

未納者 12 名

現在の会員総数は 167 名

② 自習畑について、来年度の募集概要の説

明がありました。畑の大きさの制約から

新規入会者を重点に募集します。

③ 天白支部より多忙期 12 月 19 日～28 日

午前・午後 正月向け 小松菜揃え（屋

内作業）の他支部からの応援依頼があり

ました。

審議・検討・依頼事項

①農業センター祭りについて

野菜栽培セットの販売のサンプル、作業内

容の報告があり、会場での当番を評議会で

割当てしました。

②秋の研修会について

実施することとし、準備その他について確

認をしました。

③全員参加型の懇親会について

今回日程を決定しました。場所等を次回に

決定し、１月発行の本紙で案内します。

あ と が き

今年は台風により、北海道を中心として農

作物にも甚大な被害がもたらされました。収

穫間近の大切に育てたトウモロコシ、馬鈴薯

等の泥にまみれた惨状が報道されました。

最近は大きな台風被害は聞きませんでしたが、

日本は台風の通り道の国です。自然の脅威に

は逆らえず、対処のみが必要です。

さて、少しずつ寒くなり、風邪の季節にな

っています。どうぞ、手洗いとうがいは、お

忘れなく。風邪ひかずに元気に援農しましょ

う。

（事務局発行担当 水野・花井）

も り や ま 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

７ 35 70
トマト収穫、クリップ外し、幹外し、

玉ネギ皮むき等 ブドウ枝整理、房

整理、袋掛け、草刈

８ 4 8
朝市手伝い、園児のブドウ狩りのため

の飾り付け

９ 37 74
トマトクリップ外し、紐つり、マルチ

張り、ゴーヤ弦除去、幼稚園児ブドウ

狩り準備

港 ・ 中 川 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

７ 59 164.5

ハウス内援農、隣地 TR、大豆、畑

トウモロコシ収穫、草取り、販売手伝

い

８ 45 119
アグリパーク北側・西側の耕耘作業、

アグリパーク畑耕耘、除草

９ 45 141 畑の耕起・除草、ブロッコリー定植等

評議会報告


